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号

議
案
第
百
九
号

三
朝
町
技
能
労
務
戟
鼻
の
給
与
の
撞
頼
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
技
能
労
務
敬
具
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
l
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て
'
地
方
自
治
法
.
 
(
昭
和
二
十
二
年
演
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
l
項
の
規
定
に
よ
り
､
本

′

議
会
.
e
議
決
を
求
め
る
｡

平
成
元
年
十
二
月
二
十
日

三

　

朝

町

長

　

　

安

　

　

田

　

　

其

　

1

　

郎

平
　
成
元
年
捨
芸
弐
五
日
　
原
案
可
決

三
朝
町
飯
食
級
長
安
井
由
符



了
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溝

三
朝
町
条
例
第
　
　
　
号

三
朝
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
技
能
労
務
職
長
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
第
六
号
)
　
の
1
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
二
粂
及
び
第
三
粂
第
1
項
中
r
通
勤
手
当
｣
　
切
下
に
r
t
単
身
赴
任
手
当
｣
を
加
え
る
.

第
五
粂
第
二
号
中
｢
自
転
車
そ
の
他
の
｣
を
｢
自
動
車
そ
の
他
の
｣
　
に
'
｢
自
転
車
等
｣
を
｢
自
動
車
等
｣
　
に
改
め
'
同

条
第
三
号
申
　
｢
自
転
車
等
｣
′
を
　
｢
自
動
車
等
｣
　
に
改
め
る
｡

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
｡

(
単
身
赴
任
手
当
)

第
五
条
の
二
　
公
署
を
異
に
す
る
異
動
又
は
在
勤
す
る
公
署
の
移
転
に
伴
い
､
住
居
を
移
転
L
t
父
母
の
疾
病
そ
の
他
の
町

長
が
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
'
同
居
し
て
い
た
配
偶
者
と
別
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
敬
具
で
'
当
該
異
動
又

は
公
署
の
移
転
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
該
異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
直
後
に
在
勤
す
る
公
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が
通
勤
距

瀬
等
を
考
慮
し
て
町
長
が
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
'
単
身
で
生
活
す
う
)
と

一
を
常
祝
と
す
る
職
長
に
は
､
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
す
る
o
た
だ
し
'
配
供
者
の
住
居
か
ら
在
勤
す
る
公
署
に
通
勤
す
る

こ
と
が
'
通
勤
拒
擬
等
を
考
慮
し
て
町
長
が
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
'
こ
r
の
限



り
で
な
い
｡

2
′
　
国
家
公
務
旦
(
国
家
公
務
見
過
職
手
当
法
(
昭
和
二
十
八
年
法
律
手
首
八
十
二
号
)
第
二
条
に
規
定
す
る
者
を
い
う
｡

)
又
は
敬
具
以
外
の
地
方
公
務
鼻
で
あ
っ
た
者
か
ら
引
き
続
き
こ
の
条
例
の
適
用
を
受
け
.
る
噸
鼻
と
な
り
'
こ
れ
に
伴
い
､

住
居
を
移
転
L
t
父
母
の
疾
病
そ
あ
他
の
町
長
が
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
へ
同
居
し
て
い
た
配
偶
･
者
と
別
居

す
そ
)
と
と
な
っ
た
耽
鼻
で
､
当
該
適
用
の
直
前
の
住
居
か
,
セ
当
該
適
用
の
直
後
に
在
勤
す
る
公
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が

通
勤
距
離
等
を
考
慮
し
て
町
長
が
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
'
単
身
で
生
活
す

る
こ
と
を
常
祝
と
す
る
職
長
(
任
用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
町
長
が
定
め
る
敬
具
に
限
る
｡
)
そ
の
他
前
項
の
規
定
に
よ

る
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
耽
負
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
町
長
が
定
め
る
職
鼻
に
は
,

前
項
の
規
定
に
準
じ
て
'
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
す
る
｡

第
八
粂
第
三
項
中
｢
第
三
粂
第
三
項
｣
を
｢
第
二
粂
第
三
項
｣
に
､
｢
日
曜
日
以
外
の
日
｣
を
｢
毎
日
曜
日
｣
に
改
め
,

r
定
め
ら
れ
て
い
る
｣
　
の
下
に
　
r
職
員
以
外
の
｣
　
を
加
え
る
O

附

　

則

-
　
こ
の
条
例
は
'
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡
た
だ
し
'
第
二
粂
及
び
第
三
粂
第
7
項
の
改
正
点
定
並
び
に
第
五
条
の
次

に
1
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
'
平
成
二
年
四
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
｡

2
　
こ
の
条
例
(
第
八
条
庸
三
項
の
改
正
規
定
及
び
前
項
た
だ
七
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
を
除
く
.
)
に
よ
る
改
正
後
の

三
朝
町
技
能
労
務
敬
具
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
'
平
成
元
年
四
月
7
日
か
ら
適
用
す
る
0
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